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「
障
害
者
の
住
み
よ
い
ま
ち
」
づ
く
り

　
　
　
　
　
推
進
事
業
の
指
定
を
受
け
て

　
　
　
識

白
石
市
長
川
井
貞
｝

　
　
の
2
つ
に
分
か
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
ま
ず
、
障
害
者
の
み
な
ら
ず
、
一
般

　
　
市
民
の
方
の
利
便
さ
を
考
慮
に
入
れ
た

　
　
ハ
ー
ド
面
で
あ
り
ま
す
が
、
生
活
環
境

　
臼
石
市
は
、
昭
和
6
3
年
度
と
平
成
元

年
度
の
2
か
年
に
わ
た
り
「
障
害
者
の

住
み
よ
い
ま
ち
」
づ
く
り
推
進
事
業
の

指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
早
速
、
推
進
協
議
会
を
設

置
し
て
、
事
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
が
、
事
業
の
内
容
は
、

大
き
く
分
け
て
ハ
ー
ド
面
と
ソ
フ
ト
面

改
善
事
業
と
し
て
、
市
庁
舎
内
の
1
階

ト
イ
レ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
改
良
事
業

正
面
玄
関
自
動
ド
ア
の
改
善
工
事
等
を

行
う
の
を
は
じ
め
、
交
通
安
全
施
設
改

善
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
、
臼
石
市
中

央
公
民
館
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
敷
設
工
事

皿
白
石
駅
前
通
り
の
歩
道
段
差
改
良
工

事
な
ど
を
行
い
、
利
用
し
易
い
生
活
環

明
日
は
わ
が
身
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
す
す
め
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
障
害
者
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
推
進
協
議
会

疑
　
・
、
，
会
長
朝
倉
松

　
難
病
、
交
通
事
故
、
高
齢
者
の
増
加

な
ど
障
害
を
持
つ
市
民
は
年
々
増
加
の

傾
向
に
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
祉
会
福
祉
面
で
の
公
的
整

備
が
優
先
す
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、
市

民
各
自
が
お
互
い
に
助
け
合
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
益
々
重
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雄

　
い
ま
和
ら
カ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
た

ず
さ
わ
っ
て
い
る
人
は
ア
メ
リ
カ
八
で

は
3
0
％
、
日
本
入
で
は
3
％
と
い
う
統

計
も
あ
る
し
、
近
い
将
来
、
日
本
人
の

生
産
年
齢
は
二
入
で
一
入
の
高
齢
者
を

背
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
が
く

る
。
従
っ
て
、
こ
れ
か
ら
は
高
齢
者
に

な
っ
て
も
元
気
な
う
ち
は
障
害
者
の
た

め
に
ど
ん
ど
ん
ボ
ラ
ン
テ
f
ア
活
動
を

し
て
、
い
た
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
ど

境
の
整
備
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。
2

　
次
に
、
ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
は
、
障

害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
し
て
貸
出

用
車
椅
子
、
特
殊
ベ
ッ
ド
の
整
備
、
ボ

ラ
ン
テ
f
ア
の
育
成
、
目
の
不
自
由
な

方
の
た
め
の
テ
ー
7
広
報
な
ど
6
項
目

に
わ
た
る
事
業
を
展
開
す
る
ほ
か
、
市

民
啓
発
事
業
と
し
て
は
、
本
年
1
2
月
8

日
に
「
障
害
者
の
日
の
つ
ど
い
」
宮
城

県
大
会
を
臼
石
市
中
央
公
民
館
で
開
催

す
る
な
ど
、
数
項
目
に
及
ぶ
啓
発
事
業

を
計
画
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
時
ま
さ

に
国
際
障
害
者
年
の
中
間
年
を
過
ぎ
た

ば
か
り
で
あ
り
、
こ
の
2
か
年
が
障
害

者
福
祉
に
と
っ
て
意
義
の
あ
る
も
の
と

な
る
よ
う
、
更
に
努
力
し
て
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

う
に
も
な
ら
な
い
時
代
に
な
っ
て
く
る
。

そ
し
て
明
臼
は
わ
が
身
、
そ
の
と
き
誰

か
の
世
話
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
自
分
の
子
弟
だ
け
に
期
待
す
る
の

は
無
理
な
世
相
に
な
っ
て
来
て
い
る
。

　
い
ま
計
画
中
の
老
入
保
健
施
設
「
あ

さ
く
ら
ホ
ー
ム
」
も
、
高
齢
化
社
会
の

一
つ
の
受
け
皿
と
し
て
、
高
齢
者
の
快

適
な
家
庭
復
帰
の
リ
ハ
ビ
リ
、
再
生
を

め
ざ
し
て
運
営
し
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、
や
は
り
地
域
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
f

ア
活
動
の
手
助
け
を
借
り
な
け
れ
ば
、

目
的
達
成
は
困
難
に
な
る
と
心
配
し
て

い
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
こ
の
自
石
の

地
に
、
新
し
い
ボ
ラ
ン
テ
f
ア
の
芽
が

続
々
、
と
育
つ
こ
と
を
希
望
し
た
い
。

、
～
、

障
害
者
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
推
進
事
業
の
概
要

生
活
環
境
改
善
事
業

1
　
市
庁
舎
改
善
事
業

　
①
　
身
体
障
害
者
用
1
階
ト
イ
レ

　
　
改
良
工
事

　
②
　
車
椅
子
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

　
　
改
良
工
事

　③正面玄関

の
自
動
ド
ア
改
善

　
　
工
事

　④来客用カ

ウ
ン
タ
ー
の
］
部

　
改
良
工
事

2
　
道
路
交
通
安
全
施
設
改
善
事
業

①
　
臼
石
市
中
央
公
民
館
の
点
字

　
ブ
ロ
ッ
ク
敷
設
工
事

②
皿
新
幹
線
臼
石
蔵
王
駅
西
口

　
駅
前
ベ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
歩
道
段

　
差
改
良
及
び
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
敷

　
設
工
事

③
　
皿
臼
石
駅
前
通
り
の
歩
道
段

　
差
改
良
工
事

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

－
　
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

　
①
　
貸
出
用
車
椅
子
の
整
備

　
②
　
貸
出
用
特
殊
ベ
ッ
ド
の
新
設

　
③
　
テ
ー
プ
広
報
（
広
報
し
ろ
い

　
　
し
を
録
音
、
貸
出
）

　
④
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

　
⑤
　
障
害
者
向
ワ
ー
プ
ロ
教
室

心
身
障
害
児
早
期
療
育
事
業

1
　
障
害
児
保
育
等
早
期
療
育
指
導

　
用
機
器
の
設
置

　
置
（
市
立
保
育
園
、
幼
稚
園
）

　
市
民
啓
発
事
業

　
市
民
に
対
す
る
啓
蒙
普
及

　
協
議
会
と
共
催
）

　
示
会
（
取
扱
店
と
協
賛
V

　
王
町
と
上
ハ
催
）

　
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
設
置

¢
　
訓
練
用
、
指
導
用
機
器
の
設

⑪
　
　
　
　
　
〔
臼
石
市
社
会
福
祉

ー
　
福
祉
機
器
及
び
介
護
用
品
展

（2

）

ぐ

ー
　
障
害
者
の
つ
ど
い
（
県
、
蔵

（
3
｝
r

ー
　
「
障
害
者
の
住
み
よ
い
ま
ち
」

（
4
〕

【

醗

　
　
　
　

、
謬

惣，
、
．
媛
纐
騨
無

　聾F
詑

験

一

ヂ
ニ
｝

”
　
巳
．
コ

　　謎癒

．
響
㌔

廟
　
　
』

　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
　
　
　
　
曳
義

　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
毎

　
　
　
　
　

レ

ま　　　　　　　　き
ま　　　　　　　　　　　　　　き

き　　　　　　き

i　　　　　　i
l　　　　　l

．
謹

白石市障害者の住みよいまちづくり推進協議会委員名簿

　　団体及び役職名

白石市社会福祉協議会長

臼石市教育民生常任委員会委員長

自石市民生児童委員協議会長

身体障害者福祉協会臼石市支会長

臼石市医師会長

臼石商工会議所会頭

仙南保健所長

臼石警察署長

臼石市ボランティア友の会長

臼石市助役

臼石市教育長

臼石市社会福祉事務所長

氏　 名

朝倉松雄

高子文雄

大場忠輔

高橋清作
銭谷喜四男

小林新助

平井二郎

岩田照夫

芳賀静夫
高橋新太郎

朔五木鈴

渡　部　賢　ぞ台

会長
副会長

委員

1’

’

敬称略

』二曙

醗蕊．．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

覧
．

一

1福祉機器と介護用品
ゴ

1展示会開催について
葦
‘●日　時　平成元年3月21日侠l
l　　　　　午前10時～午後3時

ぜ

1●会　場　臼石市中央公民館
ゴ

1●入場料　無　料

‘●問い合わせ
メ

1　　その他、詳しいことは、臼石

｛　市社会福祉事務所福祉係へお間
エ

1　い合わせください。

1　　岱25－2111内線156
‘
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麟
四
2
緒
に
遣
る
　
羅
蒲
の

擁
罐
ぐ
も
籍
ろ
う
鱗
領
う
毫

城県自石量会
＿　・覧　、　　　　　　　　』鉛戦蘇 営

⑧
、

！

糠

、
斑
瞬

毒磯奮

鎗霧笑北方領土の日磐皐

麗乳
f■

ソ
関
係
と
北
方
籟
土
パ

匡、

奮
　
　
｝
　
r
’
　
　
　
ト
一
、
㌧
慶
『
【
嚢
屡

毒

轟驚

辱懇
，

郵

　
譲

嘔
“

一、

剣
．

　
第
9
回
「
北
方
領
土
の
日
」
宮
城
県
白
石
集
会
開
か
る
！

、
　
去
る
二
月
七
日
、
臼
石
市
民
会
館
に
お
い
て
第
9
回
「
北
方
領
土
の
日
」
宮
城
県
咽

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

哩
白
石
集
会
が
、
約
一
、
二
〇
〇
名
の
参
加
の
も
と
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
贋

一
こ
れ
ま
で
の
大
会
が
、
李
繕
岸
の
市
町
に
お
い
て
開
催
さ
れ
て
い
た
の
に
瀧

」
し
、
昨
年
の
古
川
市
、
今
圃
の
臼
石
市
と
内
陸
部
の
市
に
お
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
噌

一
た
こ
藁
北
方
墾
に
対
す
る
慰
の
深
あ
あ
ら
貌
で
し
よ
駕
　
　
…

膚
　
開
催
市
と
し
て
市
長
が
あ
い
さ
つ
を
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
あ
い
さ
つ
の
要
約
を
噌

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
曹

β
掲
載
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
ー
1
ー
ー
ー
ヤ
畦
i
喀
ヤ
ー
ー
㌧

　
第
9
回
「
北
方
領
土
の
日
」
宮
城
県

臼
石
集
会
に
、
仙
南
を
中
心
と
す
る
多

く
の
皆
様
方
に
お
集
り
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
に
対
し
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
私
は
昨
年
、
宮
城
県
の
北
方
領
土
視

察
団
の
↓
員
と
し
て
、
根
室
の
ノ
サ
ッ

プ
岬
に
参
り
ま
し
た
。
視
察
に
行
く
ま

で
は
、
北
方
領
上
の
間
題
は
、
歴
史
的

に
日
本
固
有
の
領
土
で
あ
る
四
島
の
返

還
を
求
め
る
政
治
上
の
間
題
と
北
洋
漁

業
と
い
う
経
済
上
の
問
題
で
あ
る
と
い

う
理
解
の
仕
方
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

千
島
列
島
か
ら
引
き
揚
げ
て
来
ら
れ
た

皆
様
方
の
痛
切
な
望
郷
の
思
い
を
伺
っ

て
い
る
う
ち
に
、
こ
れ
は
民
族
の
間
題

で
あ
る
と
思
い
至
っ
た
の
で
す
。

　
漢
代
の
旬
奴
の
歌
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
え
ん
し
ざ
ん

『
我
が
焉
支
山
を
失
う

　
我
が
婦
女
を
し
て
顔
色
無
か
ら
令
む

　
　
　
き
れ
ん
ざ
ん

　
我
が
邨
連
山
を
失
う

　
　
　
　
　
　
　
は
ん
そ
ア

　
我
が
六
畜
を
し
て
蕃
息
せ
ざ
ら
使
む
』

　
歴
史
は
、
天
才
的
な
名
将
、
窪
去
病

の
数
々
の
戦
功
に
目
を
奪
わ
れ
が
ち
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
彼
に
敗
れ
、
故
郷
を

失
っ
た
旬
奴
の
痛
切
な
思
い
と
、
千
島

列
島
を
追
わ
れ
た
皆
様
方
の
思
い
は
同

質
の
も
の
で
あ
り
、
つ
ま
り
は
、
北
方

四
島
が
日
本
民
族
の
悲
し
み
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
初
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

あ
の
日
、
四
島
は
濃
霧
に
つ
つ
ま
れ
、

海
だ
け
が
望
郷
の
思
い
を
込
め
て
鉛
色

に
う
ね
っ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
情
緒
や
感
情
だ
け

で
は
、
北
方
領
土
問
題
は
決
し
て
解
決

い
た
し
ま
せ
ん
。

　
最
近
の
「
日
・
ソ
外
相
定
期
協
議
」

の
内
容
に
つ
い
て
、
日
本
側
で
は
四
島

返
還
の
明
る
い
見
通
し
が
立
っ
た
と
い

う
具
合
に
も
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
現
在
の
と
こ
ろ
、
ソ
連
側
に
は
条

件
に
よ
っ
て
は
四
島
を
返
還
し
て
も
よ

い
と
い
う
意
志
は
、
全
く
な
い
と
い
う

こ
と
を
強
く
認
識
し
、
厳
し
／
へ
受
け
止

め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
と
申
し
ま
す
の
は
、
ソ
連
が
安
易
に

北
方
四
島
を
返
還
す
れ
ば
、
当
然
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
領
土
間
題
が
持
ち
上
が
っ

て
く
る
。
あ
る
い
は
、
国
内
民
族
運
動

再
燃
の
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
す
。
し
か

し
私
た
ち
は
、
理
論
的
に
北
方
領
土
四

島
の
返
還
は
全
く
正
し
い
こ
と
を
確
認

し
、
強
く
、
四
島
一
括
返
還
を
主
張
す

べ
き
で
あ
り
ま
す
。
一
部
返
還
で
満
足

す
る
よ
う
な
こ
と
は
断
じ
て
す
べ
き
で

は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
し
か
も
、
既
に
北
方
四
島
に
住
む
ソ

連
の
住
民
は
、
二
世
、
三
肚
は
お
ろ
か
、

四
世
ま
で
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
時
間

を
重
ね
れ
ば
、
重
ね
る
ほ
ど
、
間
題
の

解
決
は
さ
ら
に
困
難
に
な
る
、
と
い
う

こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
政
府
は
政
府
と
し
て
、

外
交
レ
ベ
ル
で
、
領
土
間
題
に
つ
い
て

強
く
返
還
を
求
め
る
。
と
、
同
時
に
、

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
県
民
会
議
を

核
と
し
た
国
民
運
動
は
、
政
府
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
最
も
強
い
応
援
団
で
あ

る
と
い
う
認
識
に
立
ち
、
こ
れ
か
ら
完
、

運
動
を
さ
ら
に
広
く
、
強
力
に
展
開
を

し
て
ま
い
ら
な
け
れ
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

県
民
会
議
は
、
仙
台
市
及
び
北
洋
漁
業

に
関
係
が
あ
る
沿
岸
部
の
都
市
で
開
か

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
昨
年
の
古
川
、

今
回
の
白
石
レ
一
引
き
続
き
内
陸
部
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
大
き
な
意
義

が
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ご
参
会
の
皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り

ま
し
て
、
本
日
の
集
会
が
実
り
多
い
も

の
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
開
催
地
の
首
長
と
し
て

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
平
成
元
年
二
月
七
日

　
　
　
　
白
石
市
長
　
川
井
　
貞
一

φ

『
願
い
こ
め

　
　
　
明
日
の
宮
城
に

　
　
　
　
　
　
　
総
参
加
』

三
月
十
九
日
は

宮
城
県
知
事
選
挙
の

　
　
　
　
　
投
票
日
で
す

　
三
月
二
十
七
日
任
期
満
了
と
な
る
宮

城
県
知
事
選
挙
が
二
月
二
十
七
日
に
告

示
さ
れ
三
月
十
九
日
に
投
票
と
な
り
ま

す
。
私
た
ち
の
一
票
は
、
明
日
の
県
政

の
進
路
を
決
め
る
大
切
な
一
票
で
す
。

棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
必
ず
投
票
し
ま

し
ょ
う
。

　
仕
事
や
団
体
旅
行
な
ど
や
む
を
得
な

い
理
由
で
当
日
投
票
で
き
な
い
人
は
、

次
の
期
間
内
に
不
在
者
投
票
を
忘
れ
な

い
で
し
ま
し
よ
う
。

期
間
　
二
月
二
十
七
日
～
三
月
十
八
日

時
間
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
ー
午
後

　
　
　
五
時

場
所
　
臼
石
市
健
康
セ
ン
タ
ー
内

　
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

必
要
な
も
の
　
入
場
券
と
印
鑑

　
そ
の
他
、
不
明
な
点
な
ど
は
、
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
　
二
五
－
二
一
一

一
（
内
線
六
丁
り
、
六
二
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

驚
　
、
簸
潔
欝

臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
給
さ
れ
ま
す

　
昨
年
、
国
会
で
税
制
改
革
の
関
連
法

律
が
成
立
し
、
こ
の
中
で
消
費
税
の
創

設
等
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
に
伴
っ
て
、
老
齢
福
祉
年
金
、

特
別
障
害
者
手
当
の
受
給
者
の
方
な
ど

の
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
及
ぴ
低

所
得
の
ね
た
き
り
老
入
な
ど
に
対
す
る

在
宅
介
護
の
支
援
に
資
す
る
た
め
、
臨

時
福
祉
特
別
給
付
金
（
一
時
金
）
が
支

給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
具
体
的
な
支
給
対
象
者
や
支
給
の
方

法
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。
支
給
を

受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
支
給
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
載
し
て
、
3
月
2
5
日

ま
で
市
社
会
福
祉
事
務
所
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
請
書
の
受
付
日
程
等
は
表

の
と
お
り
で
す
の
で
、
日
程
期
日
に
手

続
き
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
市
社
会
福
祉
事
務

所
曹
二
五
－
二
一
］
一
（
内
線
一
五
五
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
祉
給
付
金
の
対
象
者

ω
　
平
成
元
年
2
月
1
日
（
以
下
「
基

　
準
日
」
と
い
い
ま
す
。
V
に
お
い
て
、

　
本
年
2
月
分
の
次
の
い
ず
れ
か
の
年

　
金
ま
た
は
手
当
を
受
給
で
き
る
方

①
老
齢
福
祉
年
金

②
障
害
基
礎
年
金
の
う
ち
旧
障
害
福
祉

　
年
金
に
相
当
す
る
も
の
（
年
金
証
書

　
の
記
号
番
号
の
左
か
ら
5
桁
目
と
6

　
桁
目
が
「
6
3
」
ま
た
は
「
2
6
」
に
該

　
当
す
る
も
の
）

③
遺
族
基
礎
年
金
の
う
ち
旧
母
・
†
・
準

　
母
子
福
祉
年
金
に
相
当
す
る
も
の

　
（
年
金
証
書
の
左
か
ら
5
桁
目
と
6

　
桁
目
が
「
2
7
」
ま
た
は
「
2
8
」
に
該

　
当
す
る
も
の
）

④
児
童
扶
養
手
当

⑤
障
害
児
福
祉
手
当

⑥
特
別
障
害
者
手
当

⑦
福
祉
手
当
（
経
過
措
置
分
）

⑧
原
爆
被
爆
者
諸
手
当
（
医
療
特
別
手

　
当
、
特
別
手
当
、
健
康
管
理
手
当
、

　
保
健
手
当
）

の
　
基
準
日
に
お
い
て
本
年
2
月
分
の

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象
と

　
な
る
障
害
児
の
方

㈹
　
基
準
日
に
お
い
て
7
0
歳
以
上
の
方

　
（
大
正
8
年
2
月
1
日
以
前
に
お
生

　
ま
れ
に
な
っ
た
方
）
で
、
市
町
村
民

　
税
非
課
税
世
帯
に
属
し
て
い
る
方
…

　
高
齢
者
ご
本
八
、
ま
た
は
高
齢
者
ご

　
本
人
の
生
計
を
維
持
し
て
い
る
方
が
、

　
昭
和
6
3
年
度
分
の
市
町
村
民
税
を
納

　
め
て
い
な
い
場
合
が
こ
れ
に
該
当
し

　
ま
す
。

傾
　
ω
～
⑥
に
該
当
す
る
場
合
で
も
、

　
基
準
日
に
お
い
て
生
活
保
護
を
受
け

　
て
い
る
方
や
社
会
福
祉
施
設
に
入
所

　
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
に
つ
い
て
は
、

　
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
に
お
い
て
別
に
対

応
措
置
が
と
ら
れ
る
た
め
、
福
祉
給

付
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
通
所
（
通
園
）
施
設
等
で

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方
や
軽
費

老
人
ホ
ー
ム
等
の
契
約
型
の
施
設
に

入
所
さ
れ
て
い
る
方
で
、
G
D
～
⑬
に

該
当
す
る
場
合
は
、
福
祉
給
付
金
の

支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

和
6
3
年
m
月
3
1
日
以
前
か
ら
の
人
院
）

し
て
い
る
方
、
特
別
養
護
老
ヘ
ホ
ー

ム
な
ビ
の
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し

て
い
る
方
、
里
親
に
委
託
さ
れ
て
い

る
方
や
養
護
委
託
者
に
委
託
さ
れ
て

い
る
方
に
は
、
介
護
福
祉
金
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

介
護
福
祉
金
の

　
　
　
支
給
対
象
者

ω
　
基
準
日
に
お
い
て
生
活
保
護
を
受

　
け
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
市
町
村
民

　
税
非
課
税
世
帯
ま
た
は
、
均
等
割
の

　
み
課
税
世
帯
に
属
し
て
い
る
方
（
ご

　
本
入
、
ま
た
は
ご
本
人
の
生
計
を
維

　
持
し
て
い
る
方
が
昭
和
6
3
年
度
分
の

　
市
町
村
民
税
を
納
め
て
い
な
い
か
、

　
ま
た
は
均
等
割
の
税
額
の
み
を
納
め

　
て
い
る
場
合
が
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。
V

　
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

（
㊤
基
準
日
に
お
い
て
6
か
月
以
上
（
昭

　
和
6
3
年
8
月
1
日
以
前
か
ら
）
継
続

　
し
て
、
ね
た
き
り
、
ま
た
は
痴
呆
等

　
の
状
態
に
あ
る
た
め
常
時
の
命
護
を

　
必
要
と
し
て
い
る
6
5
歳
以
上
の
方

　
（
大
正
1
3
年
2
月
1
日
以
前
に
お
生

　
ま
れ
に
な
っ
た
方
》

②
本
年
2
月
分
の
障
害
福
祉
手
当
、
特

　
別
障
害
者
手
当
、
ま
た
は
福
祉
手
当

　
（
経
過
措
置
分
）
を
受
給
で
き
る
方

ω
　
た
だ
し
、
基
準
日
に
お
い
て
、
病

　
院
、
診
療
所
、
老
入
保
健
施
設
に
継

　
続
し
て
3
か
月
を
超
え
て
入
院
（
昭

臨時福祉特別給付金申請書受付日程

　場　　　　所
越河事務連絡所

斎川　　〃

左鷹沢　〃

臼川　　”

小原　　’1

福祉事務所
市役所3階第3会議室

　　　　　”

　　　　　〃

時　　問

午1鯉
　　〃

ノ’

〃

〃

〃

”

〃

”

期　　日

3月14日

　　〃

　　〃

3月15日

　　〃

　　〃

3月16日

3月22日

地　　　区

越　　　河

斎　　　川

大　鷹　沢

臼　　　川

小　　　原

大　　　平

橿　　　岡

臼　　　石

3月23H
3月24日

　
き
与

　
続
た

　
ー
『

　
に
か

　
旧
な

　
明
き

　
起
で

　
［

’

　
　
塞
　
）
ク

0
　
“
，
％

　
　
t
）
＼
、

　
　
　
　
、

5



国
民
年
金

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
ま
せ
ん
か

　
年
度
末
で
す
。
国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
も
う
一
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
、
将
来
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
ば
か
り
か

万
一
の
事
故
の
と
き
、
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
も
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
保
険
料

が
あ
れ
ば
い
ま
す
ぐ
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
こ
の
機
会
に
、
口
座
振
替
を

利
用
し
た
り
、
前
納
す
る
な
ど
し
て
納

め
忘
れ
の
な
い
方
法
に
変
え
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

来
月
か
ら

　
　
　
　
保
険
料
が
変
り
ま
す

　
こ
れ
ま
で
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

月
額
七
、
七
（
り
0
円
で
し
た
が
、
四
月
か

ら
三
〇
〇
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
月
額
八
、

○
○
○
円
に
な
り
ま
す
。

「
人
生
八
十
年
時
代
」
を
迎
え
て
、
人

口
の
老
齢
化
が
進
み
、
お
年
寄
り
の
数

が
急
増
す
る
中
で
、
年
金
制
度
が
健
全

に
運
営
さ
れ
て
い
く
た
め
に
は
、
年
金

の
給
付
と
保
険
料
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
が

保
た
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
物
価
ス

ラ
イ
ド
に
よ
り
年
金
額
の
引
き
上
げ
が

あ
る
と
同
時
に
、
保
険
料
の
額
も
毎
年

段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
年
金
制
度
は
、
働
く
世
代
が
お
年
寄

り
を
支
え
、
自
分
た
ち
も
次
の
世
代
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
く
と
い
う
相
互

扶
助
の
仕
組
み
で
な
り
た
っ
て
い
ま
す
。

だ
れ
も
が
安
心
し
て
老
後
を
過
ご
せ
る

よ
う
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
付
加
保
険
料
は
こ
れ
ま
で
通
り

の
四
〇
〇
円
で
す
。

　
お
間
い
合
わ
せ
は
、
市
民
課
国
民
年

金
係
岱
二
五
－
二
二
一
（
内
線
一
三

六
）
へ
ど
う
ぞ
。

豊かな老後生活のために国民年金

7履

爽
騨
圓
⑳
覆
暴
②
鬼
寛
一

　
衣
類
品
は
、
そ
の
素
材
、
デ
ザ
イ
ン
、

サ
イ
ズ
、
色
柄
な
ど
、
ま
す
ま
す
多
様

化
し
て
い
ま
す
。
購
入
す
る
と
き
の
一

つ
の
目
安
に
な
る
の
は
、
「
家
庭
用
品
品

質
表
示
法
」
と
「
不
当
景
品
類
及
び
不

当
表
示
防
止
法
」
に
よ
る
表
示
で
す
。

　
前
者
は
、
組
成
表
示
、
取
扱
絵
表
示
、

寸
法
表
示
、
収
縮
率
表
示
（
敷
布
、
カ

バ
ー
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
）
、
は
っ
水
性
表

示
（
コ
ー
ト
類
）
、
難
燃
性
表
示
（
カ
ー

テ
ン
、
パ
イ
ル
の
あ
る
床
敷
物
な
ど
）

が
あ
り
、
表
示
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
後
者
に
は
、
原
産
国
表
示
な
ど
が
あ

り
、
こ
れ
は
ど
こ
の
国
で
つ
く
ら
れ
た

製
品
か
を
正
し
く
表
示
す
る
も
の
で
す
。

　
最
近
は
、
N
I
E
S
（
新
興
工
業
経

済
群
）
製
品
が
出
回
っ
て
い
ま
す
が
、

ふ
つ
う
、
最
終
的
に
縫
製
及
ぴ
完
成
し

た
国
が
原
産
国
と
し
て
表
示
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
既
製
服
に
は
日
本
工
業
規
恪

の
サ
イ
ズ
が
表
示
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

業
界
団
体
が
独
自
に
自
主
基
準
を
設
け

た
り
、
関
連
法
律
に
よ
る
行
政
指
導
の

も
と
で
つ
く
っ
た
マ
ー
ク
な
ど
も
添
付

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
選
択
の
目
安
に

す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
主
な
マ
ー
ク
は
、
次
の
よ
う
な
も
の

で
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
Q
マ
ー
ク

　
　
Q
マ
ー
ク
管
理
委
員
会
認
定
品

●
ウ
ー
ル
，
マ
ー
ク

　
国
際
羊
毛
事
務
局
認
定
品

●
ウ
ー
ル
ブ
レ
ン
ド
マ
ー
ク

　
国
際
羊
毛
事
務
局
認
定
品

●
G
F
マ
ー
ク

　
ふ
と
ん
品
質
表
示

　
　
　
推
進
協
議
会
認
定
品

●
S
l
F
マ
ー
ク

　
縫
製
品
検
査
協
会
認
定
品

●
シ
ル
ク
マ
ー
ク

　
日
本
絹
美
協
会
認
定
品

ウ
ー
ル
マ
ー
ク
　
　
G
F
マ
ー
ク

　A“NEW　WOOし

シ
ル
ク
マ
ー
ク
　
　
Q
マ
ー
ク

ウ
ー
ル
ブ
レ
ン
ド
マ
ー
ク
　
　
シ
フ
マ
ー
ク

　
消
費
生
活
上
の
ご
相
談
は
、
消
費
生

活
相
談
室
a
二
五
ー
二
一
．
一
（
内
線

一
．
・
、
八
）
へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

御
ま
し
た
、

ρρφρ一ひ●φひ

釦
に
な
り
救
済
を
は
か
り
ま
す
。

ρ
正
し
い
入
権
力
考
え
方
を
広
め
る
等
の
ゆ

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

ひ
仕
事
を
し
て
い
ま
す
．
．
　
　
　
　
　
　
．

ゆ
　
H
常
生
活
に
お
い
て
、
入
権
問
題
で
の

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

・
は
な
い
か
と
感
じ
た
り
、
法
律
L
は
ビ

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

㌍
う
な
の
か
な
ビ
困
っ
た
場
合
は
、
入
権
7

ひ
擁
護
禾
吝
貝
に
お
』
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
孕

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

引
い
。
相
談
さ
れ
た
こ
と
は
一
切
秘
密
に
一

－
取
り
扱
わ
れ
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
人
権
擁
護
委
員
の
　
↑

　
　
　
　
委
嘱
に
つ
い
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
二
月
一
H
付
で
、
平
間
治
氏
が
法
務
↑

　
　
　
、
な
お
、
佐
藤
一
時
氏
（
越
河
φ

五
賀
）
は
、
一
身
L
の
都
へ
・
に
よ
り
、
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

十
一
月
十
日
付
で
離
任
し
ま
し
た
。
　
。

　
人
権
擁
護
委
員
の
主
な
仕
事
　
　
　
’

　
み
な
さ
ん
の
入
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

う
に
、
た
、
た
ず
見
守
り
、
も
し
氏
権
が
ゆ

侵
さ
れ
た
り
し
た
場
へ
・
は
、
相
談
相
手
噌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
　
σ

ひOψφφ一

．
尺
臣
か
ら
へ
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ゆ

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

も

！　　　人権擁護委員

1　　平間　　治　i臼石市福岡深谷字山神2G　l2毛4150！

　　　　　　　　　　　　　　ハら

奄山崎俊剛蜻市掩命寺二1ヒ59125一朗
も

も　小岩庄 ・自百市判堰8－325－2530！
も

1　佐藤俊彦　　自石市益岡町1－17　25－II80

も

噺渡辺郁劃臼帥字暢lli∫222厳2
も

6

話電所住氏名も

わ
が
家
の
味

へ
抽
診
o
勿
暫
申
シ
リ

　
　
　
　
卵
　
豆

【
材
料
】
3
人
分

　
卵
1
5
個
、
だ
し
蹴
㏄
、
牛
乳
5
0
㏄
、

　
ク
リ
ア
ガ
ー
大
さ
じ
ー
、
み
り
ん
・

　
し
ょ
う
ゆ
・
砂
糖
・
塩
小
さ
じ
各
％

【
作
り
方
】

①
水
珈
㏄
が
沸
騰
し
た
ら
、
か
つ
お
ぶ

　
し
を
ひ
と
つ
ま
み
入
れ
、
ガ
ー
ゼ
で

　
こ
し
て
だ
し
汁
を
つ
く
り
、
冷
や
し

　
て
お
く
。

②
卵
黄
蛎
個
を
と
き
ほ
ぐ
し
、
だ
し
汁

　
牛
乳
、
調
味
料
の
順
に
入
れ
よ
く
ま

　
ぜ
あ
わ
せ
、
最
後
に
ク
リ
ア
ガ
ー
を

　
少
し
ず
つ
加
え
、
完
全
に
混
ぜ
合
わ

　
せ
る
。

③
沸
騰
す
る
直
前
に
火
か
ら
お
ろ
し
、

　
型
に
入
れ
固
め
る
。
　
（
約
一
時
間
）

④
型
か
ら
抜
き
、
季
節
の
野
菜
を
そ
え

　
盛
り
つ
け
る
。

※
ク
リ
ア
ガ
ー
（
海
草
を
粉
未
に
し
た

1毒調ゑ
寵搬

石川千代さん（越河）

腐も
の
）

　
野
菜
の
み
じ
ん
切
り
や
ひ
き
肉
を
い

た
め
た
も
の
を
加
え
る
な
ど
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
卵
豆
腐
を
つ
く
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。〈

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
メ
モ
〉

卵
の
味
の
決
め
手
は
新
鮮
さ
で
す

　
褐
色
の
殻
の
い
わ
ゆ
る
赤
玉
は
、
栄

養
や
味
の
点
か
ら
臼
玉
と
変
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。
雌
雄
い
っ
し
ょ
に
飼
っ
て
得

た
有
精
卵
は
、
普
通
の
無
精
卵
よ
り
・
㎜

質
が
良
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
無

精
卵
の
方
が
お
い
し
い
と
い
う
入
も
い

ま
す
。

　
ま
た
、
ヨ
ー
ド
卵
は
海
草
や
ヨ
ー
ド

化
合
物
を
飼
料
に
入
れ
て
卵
黄
の
色
を

濃
く
し
た
も
の
で
す
。
見
た
目
に
は
お

い
し
そ
う
で
す
が
、
昧
の
面
か
ら
は
、

新
鮮
な
も
の
程
お
い
し
い
と
い
え
ま
す
。

　
暖
か
く
な
る
と
起
き
や
す
い
サ
ル
モ

ネ
ラ
菌
に
よ
る
食
中
毒
の
予
防
の
た
め

に
も
新
鮮
な
卵
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で

す
。　

買
っ
た
卵
は
、
で
き
る
だ
け
鮮
度
が

落
ち
な
い
よ
う
に
丸
い
方
を
上
に
し
て

冷
蔵
庫
の
ケ
ー
ス
に
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

　
卵
の
丸
い
方
に
気
室
が
あ
る
の
で
、

こ
れ
を
下
に
し
て
置
く
と
気
室
内
の
空

気
が
上
昇
し
て
卵
黄
や
卵
臼
に
触
れ
る

た
め
鮮
度
が
損
な
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
殻
に
あ
る
無
数
の
気
孔
は
、

雑
菌
の
侵
入
口
に
も
な
り
ま
す
。
市
販

の
卯
は
洗
浄
し
て
あ
る
の
で
改
め
て
洗

う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
卵
ケ
ー
ス

を
い
つ
も
清
潔
に
し
て
、
水
滴
が
つ
い

た
ら
す
ぐ
ふ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
買
っ
た
卵
が
新
鮮
か
ど
う
か
は
、
1
0

0
0
の
塩
水
に
人
れ
て
調
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
古
い
卵
ほ
ど
内
部
の
水
分
が

気
孔
か
ら
塩
水
中
に
流
れ
出
し
、
軽
く

な
り
ま
す
。

　
保
存
が
良
け
れ
ば
、
一
か
月
は
も
ち

ま
す
が
、
味
や
衛
生
ヒ
か
ら
は
、
一
週

間
を
目
安
に
し
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

消費生活モニター調査結果
r成元年2月1目

対前月比

　99．GOo

　　gG．2

　100．0

100．り

Il）o－1）

100．0

　　99．6

1口u．ご

　　97．7

100．0

10U．6

100．け

　100，0

100．7

　　93．9

　　96．1

100．0

100．（l

IOO◎（1

査日　：』r成；

前月平均値

　　　266円

　　　260

b9ら
・
り

223

148

19u

22呂

　臼
’

つ
の

ウ
一31

　200
1，014

　45U
1，333

5．00U

5ウ
】6

　G34

　117

　65
4．229

　　　　　　　　調

平均　値
　　　265円

　　　256

　　　396

　　　223

　　　　148

　　　　19〔）

　　　222

　　　371

　　　　129

　　　200

　　1，020

　　　450

　　1，1333

　　5，033

　　　587

　　　609

　　　　117

　　　　65

　　4．229

　　　銘柄　・規格
L臼糖　1kg

上級濃ロ　ホリ容器入　12

ポリ容器入　700g

薄力粉　lkg

並食　1袋
ゾフトカルトン入　225g

紙容器入1，0〔）Occ

カノレトン入　2259

400枚（200組）紙箱入　1箱

幅30㎝長20m　l1巻1ボIl塩化ビニ『1テン

綿・化繊用粒状無りん紙箱入4．1㎏

並食一皿

小学生調髪

コールド（ショート1

18¢店頭価格

｝8尼配達料込価格

1尼現金

1セ現金

10mコ

　品　　名
1．砂糖

2．しょう油

3，サラダ油

4．小麦粉

5．食パン

6，マーガリン

7．牛乳

8．パター
9．　ティッシュペーパー

10．ラップ

11．洗濯用合顧先剤

圭2．カレーライス

13．理髪料

14．ノ｛一マネント料

15．灯油

16．　レギュラーガソリン

17．軽　油

18．プロパンガス

　標準価格米の小売価格が10kg当り80

円値下げになり、本県産の自主流通米

を主原料とした特上米は200円、ネオ上

米は90円値上げになりました。

　調査品目においては、大きな変動は

みられませんでした。

上昇品目】

ベター、洗濯用合成洗剤、パーマネ

ント料

下降品目1

砂糖、しょう油、牛乳、灯油、テf

ッシュヘーバー。

牟黄はし・品目】

サラダ油、小麦粉、食パン、マーガ

リン、ラ・ソフ、カレーライス、理髪

料、レギュラーガソリン、軽油、フ

ロパンガス

7



ク
ラ
ス
紹
介
⑩

小
原
小

卒
業
に
向
け
て
前
進

　
　
　
　
　
　
　
六
　
年
　
　
高
橋
　
利
枝
・
斎
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
田
　
純
一

　
私
た
ち
の
小
原
小
学
校
は
、
山
に
囲

ま
れ
た
自
然
の
中
に
あ
り
、
建
築
さ
れ

た
の
が
昭
和
四
年
、
増
築
が
昭
和
｝
八

年
と
い
う
木
造
の
古
い
校
舎
で
す
。

　
私
た
ち
の
学
校
に
は
、
い
く
つ
か
の

特
色
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
は
、
児

童
の
書
い
た
作
文
や
詩
を
年
三
回
本
に

ま
と
め
た
「
文
集
か
や
の
実
」
の
出
版

で
す
。
も
う
一
つ
は
「
カ
ー
ニ
バ
ル
」

で
、
一
年
間
の
中
で
最
大
の
行
事
で
す
。

こ
れ
は
、
六
つ
の
チ
ー
ム
が
竹
で
お
み

こ
し
を
作
り
、
お
み
こ
し
行
列
を
し
ま

す
。
ま
た
、
全
員
で
作
っ
た
手
づ
く
り

の
品
物
を
各
チ
ー
ム
ご
と
に
お
店
を
開

和
俊

い
て
売
っ
た
り
買
っ
た
り
し
ま
す
。
カ

ー
ニ
バ
ル
の
中
で
も
最
大
の
イ
ベ
ン
ト

は
発
表
の
部
で
す
。
こ
れ
は
、
学
年
ご

と
に
練
習
し
て
き
た
合
唱
と
体
操
の
発

表
会
で
す
。
観
客
も
多
く
、
緊
張
の
中

で
最
高
の
演
技
を
や
っ
て
い
き
ま
す
。

　
私
た
ち
の
担
任
は
、
宍
戸
恵
吾
先
生

で
す
。
先
生
は
両
手
き
き
で
、
ど
ち
ら

の
手
で
も
き
れ
い
な
字
が
書
け
ま
す
。

　
絵
や
音
楽
が
好
き
で
、
ふ
だ
ん
は
や

さ
し
い
の
で
す
が
、
け
じ
め
に
厳
し
く

お
こ
る
と
こ
わ
い
先
生
で
す
。

　
私
た
ち
の
学
年
は
、
男
子
十
五
名
、

女
子
十
一
名
で
一
ク
ラ
ス
で
す
。
今
、

私
た
ち
は
、
漢
字
実
力
テ
ス
ト
を
火
・

木
・
土
の
一
日
お
き
に
や
っ
て
い
ま
す
。

六
級
か
ら
五
段
ま
で
あ
り
、
一
つ
の
級

に
A
・
B
・
C
の
三
種
類
の
テ
ス
ト
が

あ
り
ま
す
。
目
標
は
卒
業
ま
で
に
全
員

が
五
段
に
な
る
こ
と
で
す
。
初
段
以
上

に
な
る
と
と
て
も
難
し
く
昇
級
す
る
の

が
大
変
で
す
。

　
現
在
は
卒
業
文
集
「
自
伝
」
や
卒
業

ア
ル
バ
ム
の
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
最
近
学
校
で
一
輪
車
を
購

入
し
た
の
で
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
練

習
し
て
い
ま
す
。
卒
業
ま
で
残
り
少
な

い
で
す
が
、
有
意
義
な
学
校
生
活
を
送

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　　　　　．「孫

κバ焦・㌧・絃

’

差
　
｝
　
わ

菰
”

　
㌔
ン
．
7，

拶

、こ漏一

・
繁
詫
織
鐵

L　　．誰モ脇．

雪

墨
き

　
離

　
・
『
麟
門

環
謹
鍛

　
　
髭
　
　
　
遷
，
甦

｝
驕
齪

　
緊
、

滋
一
－
孫
p

・
州
　
　
哩
嶺
答
吃

　
謡
　
　
　
　
・
’
』
一
　
　
多

肖
『
て
旨
型
、

　　　　　　π
　　　　　ミ
　　　　L辱　嘱ド

，真

二電饗
鞍

瀞
n

．
ざ

疑
ぎ

『
笠

（，

　
小
原
温
泉
の
占
湯
は
、
何
度
も
火
災

に
あ
っ
た
た
め
、
記
録
が
残
さ
れ
て
い

な
い
の
で
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ

る
が
、
伝
承
に
よ
れ
ば
、
源
義
経
の
家

　
ひ
た
ち
ぽ
う
か
い
そ
ヤ
ん

臣
常
陸
坊
海
尊
が
、
亡
命
放
浪
中
に
発

見
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
海
尊
は

自
ら
人
浴
し
、
薬
効
を
確
か
め
、
酒
気

及
ぴ
洗
髪
を
禁
じ
た
う
え
、
入
々
に
入

浴
を
す
す
め
た
と
い
う
。

　
古
湯
の
湯
壷
は
、
吊
り
僑
の
脇
の
野

天
風
呂
（
現
在
は
危
険
防
止
の
た
め
閉

鎖
）
で
あ
り
、
眼
病
・
頭
痛
・
症
癬
な

ど
に
卓
効
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
野
天
風
呂
の
す
ぐ
上
の
崖
の
中

腹
に
湯
元
薬
師
堂

本
尊
は
「
風
土
記
御
用
書
出
」
に
よ
れ

ば
、
恵
心
和
尚
伶
の
ヒ
寸
五
分
（
約
肥

㎝
）
の
木
製
の
立
像
で
あ
る
。

　
こ
の
お
堂
の
創
建
は
不
明
で
あ
る
が
、

以
前
は
も
っ
と
上
流
に
あ
り
、
そ
の
こ

ろ
の
小
原
は
戸
数
十
七
戸
で
、
共
同
し

て
薬
師
堂
を
祀
っ
て
い
た
．

　
し
か
し
、
時
の
領
主
に
二
歳
の
長
男

を
生
埋
め
に
し
た
者
が
薬
師
堂
を
祀
り
、

む
り
お
む
ご

村
長
と
な
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
た
め

現
在
の
と
こ
ろ
に
お
堂
を
移
し
、
こ
の

定
め
の
と
う
り
に
実
行
し
た
と
伝
え
ら

れ
、
供
養
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓼
　　　　　　　　　　饗
　　　　　　　繧　　　　　　§

　　　　襲

　　∫電A

　き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　稼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　驚　　　　　　　　　　　　羅
　　　　　　　　　　f
　　　　　　　　・ξ
　　　　　　与

　　　き
　　　禽

　
ま
た
、
薬
師
堂
に
は
算
額
絵
馬
が
曇

納
さ
れ
て
い
る
。
西
洋
数
学
（
洋
算
）

が
導
入
・
普
及
す
る
ま
で
は
、
我
国
占

来
の
数
学
（
和
算
）
に
よ
っ
て
様
々
な

計
算
を
し
て
い
た
が
、
東
北
地
方
は
最

上
流
和
算
が
舵
流
を
占
め
て
い
た
。
和

算
の
ヒ
達
を
願
っ
て
奉
納
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

　
小
原
温
泉
の
入
口
に
疎
開
学
童
記
念

の
歌
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　
「
つ
ぎ
の
世
を
　
せ
お
ふ
べ
き
身
ぞ

　
　
た
く
ま
し
く
　
た
だ
し
く
の
び
よ

　
　
さ
と
に
う
つ
り
て
」

　
戦
時
中
、
疎
開
学
童
を
想
っ
て
詠
ま

れ
た
皇
太
后
陛
下
の
歌
で
あ
る
。

　
昭
和
十
几
年
九
月
、
東
京
都
伐
草
・

中
野
方
面
の
国
民
学
校
の
四
・
瓦
・
六

年
生
が
、
自
石
や
小
原
・
鎌
完
・
遠
刈

田
な
ど
へ
戦
争
を
避
け
る
た
め
疎
開
し

て
き
た
。
や
か
て
終
戦
と
な
り
、
昭
和

、
一
十
年
卜
、
月
、
帰
る
際
に
記
念
の
た

め
に
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
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ア
イ
ド
ル
竃
潟
角
竃
零
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冨

わが家¢）鯵◎o鯵◎

　
　
　
　
』

　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

　
　
　
　
　
　
　
P

　
　
　
　
　
　
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
て
　
桑
　
　
冒

　
　
　
　
　
　
観
r

　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
か
ひ
，

卜
、

　村上　千恵ちゃん（大平）

　　正義さん、美子さんの長女
　ママからひとこと
　　“ひまわりの花のように陽気な
　　笑顔を忘れないでネ”
　パパからもひとこと
　　“いっまでも明るく素直な

　　　　　子でいてほしい”

o隻2◎◎t2＠◎黛2◎◎隻2◎㊤
　　　　　　　　　　　　‘　3

o
o
◎
㊤
9
角
o
◎
◎
＠
角
o
◎
◎
9
曾
の

市
民
文
芸

書
き
入
れ
し
鉛
筆
の
あ
と
か
す
か
に
て
「
奥
の
細

　
道
」
読
み
し
日
は
る
か
　
　
　
　
　
大
野
　
兼
三

　
北
西
の
風
末
だ
寒
き
野
に
出
で
て
仏
に
供
ふ
餅
草

を
摘
む
　
　
　
　
　
　
　
　
日
下
佐
七

平
成
の
代
と
な
り
し
日
の
朝
刊
を
記
念
に
わ
れ
は

、
文
箱
に
収
む
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

　
吹
き
つ
け
る
風
に
真
向
い
飛
ぶ
鷺
の
田
に
舞
い
下

り
て
片
脚
に
立
つ
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

い
ぬ
ふ
ぐ
り
土
手
の
な
だ
り
を
敷
き
つ
め
て
小
さ

き
花
片
は
春
陽
を
あ
つ
む
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

一
娘
孫
よ
り
漢
字
混
り
の
便
り
受
く
わ
が
出
す
手
紙

　
に
誤
字
あ
り
と
言
う
　
　
　
　
　
　
青
木
　
数
子

鍵
、
滋灘

絃嬬

わ
が
思
い
短
歌
に
託
し
て
幾
春
秋
歌
集
締
き
思
い

出
手
繰
る
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

幼
子
の
無
心
に
遊
ぶ
砂
場
に
て
馴
れ
ぬ
カ
ズ
ラ
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す
　
　
　
　
　
　
大
津
　
重
子

冬
時
雨
に
臼
菜
つ
み
い
し
老
夫
が
虹
か
か
れ
り
と

蔵
王
指
さ
す
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
　
静
枝

風
花
の
障
子
に
淡
き
影
う
つ
り
遅
き
朝
餉
の
お
雑

煮
を
食
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

　
　
「
評
」
一
首
目
、
若
い
頃
読
み
ふ
け
っ
た
「
奥
の
細

　
　
道
」
に
書
き
入
れ
た
鉛
筆
の
印
の
跡
も
今
は
か
す
か

　
　
に
な
っ
た
本
を
見
て
、
過
ぎ
去
っ
た
若
き
日
を
偲
ぶ
。

　
結
句
が
㎝
首
を
深
み
の
あ
る
作
品
に
し
て
い
る
。
．

　
首
目
、
仏
前
に
草
餅
を
供
え
る
た
め
野
に
出
る
。
口

　
　
だ
ま
り
に
は
、
す
で
に
小
さ
な
餅
革
か
生
え
て
い
る

　
　
が
、
野
面
を
渡
る
風
は
ま
だ
冷
た
い
。
情
景
の
鮮
明

　
な
歌
で
あ
る
。
三
首
目
、
大
正
・
昭
和
生
れ
に
と
っ

　
　
て
は
、
新
し
い
時
代
と
な
っ
た
日
の
新
聞
は
記
念
す

　
　
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
作
者
か
文
箱
に
収
め
る
気
持

べ

「かさ地蔵」

　大野　弥生（白川小2年）

わたしの

　
　
の
わ
か
る
作
・
㎜
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
川
股
兵
三
選

昭
和
史
の
隅
に
生
き
来
ぬ
寒
椿
　
　
　
佐
藤
周
子

　
　
（
評
｝
昭
和
も
六
卜
三
年
で
終
末
と
な
っ
た
．
し
か

　
　
し
、
太
平
洋
戦
争
を
中
心
に
波
乱
乃
御
代
で
も
あ
（

　
た
。
芦
、
の
隅
に
生
き
て
き
た
女
性
の
感
懐
て
も
あ
る
，

星
を
追
ふ
ど
ん
と
の
煙
伸
び
ゆ
け
り
　
鈴
木
民
子

　
　
（
評
）
飾
り
を
焼
く
ヘ
ー
年
の
生
義
長
〔
三
毬
杖
一
の

　
夜
は
風
が
無
か
っ
た
。
展
を
追
っ
て
、
煙
は
真
直
ぐ

　
に
の
び
た
、

老
一
入
、
一
つ
三
つ
餅
焼
く
書
餉
　
　
　
川
村
静
恵

　
　
｛
評
）
老
氏
．
へ
の
生
活
は
簡
素
’
．
L
あ
る
。
．
づ
．
、
一

　
　
つ
餅
を
焼
い
て
昼
餉
を
す
ま
し
た
。
身
辺
の
写
生
で

　
あ
る
。

モ

羅

訂

－
～

亜考岬　一
ベゾ》
桟紀，窟’

初
吟
の
富
十
山
是
非
と
所
望
さ
る

鮭
鍋
に
燗
酒
あ
り
て
談
弾
む

年
毎
に
賀
状
す
く
な
く
老
淋
し

紅
梅
の
つ
ぼ
み
彩
り
春
の
雪

雪
吊
の
円
鍾
形
も
庭
の
景

寒
行
の
僧
の
来
る
刻
侍
つ
家
族

男
子
系
な
る
三
代
や
初
雑
煮

◎
三
月
の
例
会
は
、
三
月
二

民
館
で
定
例
句
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木

「学校」

阿部　正之（深谷小6年

高
橋
和
歌
子
、

若
桑
源
治
郎

近
内
　
キ
ヨ

日
ド
　
佐
し

日
下
　
文

佐
藤
　
善
夫
・

　
高
子
た
ち
ば
な

十
六
口
㈹
、
中
央
公

貞
二
選
、

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
へ
「

一
、
、
首
、
封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
，

記
の
う
え
、
市
総
務
課
総
務
係
（
自
石
市
大
手
町

一
番
一
号
）
へ
。
短
歌
・
俳
旬
の
併
記
は
不
可
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
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ぼしゆう’
）

●保健栄養教室

　　受講生を募集します
　毎日の生活を“健康”に過ごして

いますか？健康を維持し、さらに増

進させる努力はたいへんむずかしい

ことです。保健や栄養の知識を身に

つけ、自信をもって生活するために

あなたも受講してみませんか。

●受講期間　平成元年4月～

　　　　　　　平成2年1月
●受講回数　15回

●受講場所　健康センター

●募集人員　50入

●受講料実習材料費の一部負担

　として、1回300円

●申込み3月20日（月）まで、市保

健衛生課盈25－2111（内線606、607）

へお申し込みください。

●小原公民館の

　　常直者を募集します
　市教育委員会では、小原公民館の

常直者を募集しています。

●募集人員　1名　（1家族）

●職　　務　市職員の勤務時間外に

　　　　　おける館の維持管理等

●勤務期日　平成元年4月1日以降

※詳しくは、市教育委員会社会教育

係盈25－2111（内線411、412）へお問い

合わせください。

●市営住宅入居者を

　　　　　募集します
〔新　館〕3D　K　10，500～12，600円　9戸

〔寿　山〕3K　　3，300～3，500円　2戸

〔緑が丘〕3D　K　14，500～15，500円　7戸

〔白　川〕3K　　　　　　3，600円　1戸

〔岩　崎〕3D　K（新築）　　24，000円　7戸

※市建設課住宅係盈25－2111（内線

262、263）で随時申し込み受付けます。

詳しくは、同係へどうぞ。

●母子家庭・寡婦自立促進講習会　　●岩崎市営住宅（B棟）の

　　　　受講者を募集します

宮城県母子福祉センターでは、次

により母子家庭、寡婦自立促進講習

会の受講者を募集します。

●講習科目

◇調理員養成　40名

◇ワープロ　20名

◇洋裁（ドレメ式）20名

●期　間

　平成元年4月9日～7月16日

毎週日曜日のみ、午前9時～午後

　4時まで　70時問　ただし、次の

　日は休講します。拓，・％・％

●場所及び申し込み先

宮城県母子福祉センター

　仙台市安養寺3丁目7－3

　盈022－256－6512　　295－0013

●受講料無料ただし教材費は自

　　　　己負担になります。

●受講資格

　県内の母子家庭の母及び寡婦

●申し込み方法

　3月1日㈹から受付し、定員にな

　りしだい締め切ります。電話で申

　し込み、返信用封筒をセンターへ

　送付願います。

●その他　講義中のお子さん（3歳～

　小学生）をお世話する保育担当者

　がいますので安心して受講できます。

★詳しくは、同センターへどうぞ。

”

　　入居者を募集します
▽自石市岩崎市営住宅B棟（新築）

●所在地　臼石市福岡長袋字岩崎2

番地（旧自動車運転教習所跡地）

　臼石駅より北へ2．5km、バス停あり

●募集個数　12戸、中層耐火3階建

　（第1種住宅）3D　K
　〔Sタイプ〕6，6，6，浴、台兼食、便（水）、物

　〔Lタイプ〕6。6．5（洋）、浴、台、食丸便困、物

●家賃月額　Sタイプ28，000円

　　　　　Lタイプ29，000円

●入居可能予定日　4月上旬

●受付期間　3月4日～3月15日

　（日曜、祭日、土曜の午後は除く）

●申込み先　市役所建設課住宅係

※B棟は、昨年11月に入居開始した

A棟と違い、収入の上限が高い住宅

となっております。

　詳しくは、建設課住宅係費25－2111

（内線262、263）へお問い合わせくだ

さい。

　ド
　1
創室

口

血阿

　　　ぽ翻岨　上る岱非
、」」、　　　　　　　口

　　　　　国的　監賦　a　「改

摸
碍

　
恥
．
糧

　
な

翼
、
ヨ

　　むル
　漫糎　　ぬは　

一　d

和■

旧入　樫、

和庫

●「在宅福祉」を考える

　県民視察学習会参加者募集

●日　時　3月24日働9：00～16：00

●コース　Bコース　県庁→角田市

　（老人保健施設）→グリーンピア

　岩沼→県庁
●対象者　20歳以上の一般県民

●募集人員　50名

●参加費用　無料（ただし昼食は各

　自持参してください。）

●申込み3月10日必着のこと
　住所・氏名・年齢・電話番号・

　希望コース（Bコース）を記入

　の上（二名分記入可）往復はが

　きで県老人福祉課へ申し込んで

　ください。応募多数の場合は抽

　選となります。

●送付先

　〒980仙台市本町三丁目8の1

　　宮城県生活福祉部老人福祉課

　　奮022（263）0363

●仙台第一高等学校
　　通信制生徒を募集します

●募集期問　2月1H～4月10日

●募集人員　500名
●入学資格者　中学卒業または、こ

れと同等以上の学力を有するもの。

　ただし、特科生はその限りでない。

●説明会3月12日（日）仙台一高は

　じめ県内4ヵ所で行います。

※詳しくは、次のところまでお問い

合わせください。（資料をさしあげます）

〒980仙台市元茶畑4番地

　宮城県仙台第一高等学校通信制

　　智022－257－4501、　293－6739

●奥の細道300年フェスティバル

　　ゴ新・奥の細道』募集

　東北の中で美しさや潤い、文化、

歴史、産業などの面で魅力ある地域

21世紀にむけて創り、守り、育てて

いきたいものまたは地域を募集します。

●応募方法

　はがきか封書に具体的な場所名、

　選んだ理由、住所、氏名、年齢、

　電話番号、できれば写真添付のう

　え5月10日までご応募ください。

●発　表　9月1日

●応募先・問い合わせ先　〒980仙

　台市綿町1－1H　N　H　K仙台放送

　局内　奥の細道300年フェスティ

　ベル実行委員会「新、奥の細道係」

　21窒022－211－1016

公民館だより

○展示3月9日内～13日㈲
　絵画・墨絵・川柳・手話・写真・

　華道・ユネスコパネル展・陶芸・

1籐工芸・書道・手芸作品展示

○バサー　3月11日（土）～！2日（日）

　（私費留学生援助のため寄付）

○催事　3月8日困～12日（日）

・・働く婦人の家からのお知らせ・・

◎特別講座

　木目込格五月人形か教室

　今、好評の手づくり木目込入形で

五月の節句を楽しみましょう。

●日時3月29日（幻9：30～12：00

　　　　4月4日（幻10：00～15：00

日　　時

8日㈱

9日㈱

10日幽

11日（土1

12日旧）

18；oo

21：0‘『1

14：00

16：00

18：00

催事内容
前夜祭（社教関係団体出演）

教委部局各種委員等討論

会（生涯教育の進め方）

エコニヨリ

　　女性童謡コーラス発表会
　59冒．－

20：10

14：1）0

15：30

1払　1川

21　0り

9：00

16：00

18＝：弔0

2”：3け

親子映画会

「太郎せんせとわらしっ孔

文化講演会

「親として人ゴkヒして

子どもにf可を教えるカ・」

講師　羽仁　進氏

素人カラオケ大会

家庭バレーボール大会

（市内12チームの対戦！）

クラシック名曲鑑賞会

ご近所お誘いあわせのうえ
お気軽においでください。

●内　容五月人形（入形の高さ26副

●講師　菊地　ふみ子先生

●材料費　5，000円くらい

●定員　15名
●申込み締切り　3月17日陶

◎受講生の作品展示会
　広がる趣昧の肚界、余暇活動でへ

生いきいき、その成果をご覧くださ

いo

〔洋裁・手編み〕

　3月7日（火）12：00～3月11日（土｝12：00

〔水彩画・染め物〕

　3月13日（月）12：00～3月17日働15：00

●場所臼石郵便局

　　　　　コミュニテでルーム

◇問い合わせは

働く婦への家倣25－5095へ

図書館からのおしらせ
さあ、出番です！ノ

　新成入、新社会人となられたみな

さん！これからは、社会の一一員とし

て自分で考え、行動するという入生

の勉強です。

　自分で選んだ一冊の本から新しい

出発がはじまります。今月は、新成

八、新社会人となられたみなさんに

おすすめしたい本を特集しています。

　児童室では、あたらしく1年生に

なる親子が楽しく読める本や室内あ

そびの本を用意しています。ぜひ、

ご利用ください。
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★文学講演会のおしらせ
　今年は、奥の細道紀行300年にあ

たるのを機会に“芭蕉と奥の細道”

について講演会を開催いたしますの

で、みなさまお誘い合わせのうえ、

ご来館ください。※入場は無料です。

●日時3月18日（土）午後1時～

●場所白石市図書館文化室

●演題芭蕉からみた伊達の地と

　　　　みちのく路

●講師　松島伊遠政宗歴史館

　　　　館長　佐藤　久・郎氏

●対象一般

★図書館利用あんない
●開館時間

　月～土曜日　9：00～16：55

　日曜日10：00～16：（1（1

●休館日

　3月21日（春分のトD、311」臨（館

　内整理のため）

◎講演会の開催について

　どなたでも、お気軽にご参加くだ

さい。

題
師
時
所

演
講
日
場

●
●
●
●
●参加申込み

　3月13剛月ぽで働く婦人の家へ。

「熟年からの夫婦生活」

医師　朝倉　松雄先生

3月14日（火113：30～15：00

臼石市働く婦入の家

　会場準備の都合上、

◎サークル会員募集
〔写真サークル　フォト・スワン〕

●日時第2・4金曜日10：00～12：00

●会費　月1，000円

●講師　赤川　昌明先生

G 6

薯

罐込獅教騒灘

→1新刊図書あんない，←

・好きになる・させる心理学斎藤　　勇

・如何になる星の下に　高見　　順

・翼をください　　ジェームス三木

。ニュースの読み方

・輝いて生きる

・社会教育と生涯学習

・ニューメディア読本

・名言に学ぶ発想術

・虚心坦1裏

・二十

・上乎な時間活用術

二
子
作
夫
健
達

餐
香
広
文
　
弘

田
森
坂
本
沢
原

米
小
宮
橋
漆
藤

　　一・世紀への村つくり久保井将雄

　　　　　　　　酒井　　洋
・どうなる日本入の余暇ライフ瀬沼　克彰

　　　子どもの本
●3年1組ポンホコ先生

　　　　　　　　あるがかんじ
・森のネズミのおひっこし　岡野　薫子

・3年3組ばつとうばん聞所ひさこ

・ちびっこ野球Vサイン篠じゅん子

・小さいおかあさん　　宮川　ひろ

みんなの図書館

”
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まぢの話題
　風にも負けずに竹馬大会（1月29目大鷹沢小）

　当日は、あいにく強風となり、体育館で開会式をした

後、自分たちで作った竹馬で元気にジグソーパズル等の

競技をしました。中には足で走るより早い子もいました。

男性料理教室（1月27目働く婦人の家）

’「ベランスのとれた料理」に取

・・。そろばんより難しそうに、野

エフ』ロン姿も勇まし・

り組む真剣な顔・顔・…

菜を刻んでいました。

♪
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蝦
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ギ
　聖1

難、麟
　1「　　　1費

垂
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　　保健栄養教室（2月7日健康センター）

　15回にわたり、開催してきた「保健栄養教室」が2月

7日に閉講しました。一年間の成果をこれからも生かし

健康づくりに取り組んでください。

灘

既

冷

攣
　　一　・卿麟
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．4，脚趙
一一轟1。
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　分校スキー大会（2月9日白石スキー場）

みやぎ蔵王臼石スキー場において、三住・蔵王・不忘・

・長峰・八宮分校生によるスキー大会が開かれ、練習の

成果が競われました。

N

おしらぜコーナー おしらせコーナー

子どもの教育に関する
「講演会」のお知らせ

白石城関連資料をお持ちの方

お知らせください11
お米の小売価格が変わりました

市民課から

農地車調の制限について
農業委員会・農林課から

●日日寺　3月15r“小り9：40～12＝〔）0

●会場　白石市中央公民館

●演題　「子どものしつけと

　　　　　　　　親の役割』
●講師　仙台大学教授

　　　　　　松井匡治氏
●参加料　無料

●参加申込み先

　智25－2111（内線412）
●申込み締切　3月13日（月1

●託児　講演中は託児をいたします。

　託児希望入数をお知らせください。

税の憲口侮
　電話加入権の公売について

　市税の滞納処分による電話加入権

の公売を3月下旬頃実施する予定で
す。

　公売日時、場所、公売電話加入権

数、公売価格等については、3月中

句に市役所前の掲示板に公売の公告

をいたしますので、購入希望者はご

覧ください。

　詳しくは、市役所税務課管理徴収
係岱25－2211（内線141、144）へどうぞ。

税金の納め忘れはありませんか！

　もう一度、お手元の納税通知書を

確かめてください。

　納め忘れのある税金は、お早めに

納付してください。

農業経営の拡大・改善合理化のため

農地・建物等の投資をお考えの方に1

　市では現在、r1石城復元に向けて

の準備調査を進めていますが、さま

ざまな角度から検討を加え、より正

確に復元するための資料を収集する

ことにいたしました，

　拝見するだけでも結構ですので、

臼石城関連資料をお持ちの方は、市

役所教育委員会社会教育係費25－2111

（内線411・412）へご連絡くださる

ようお原頁いします。

〔市職員を偽っての資料収集にご注意〕

　最近、　「自石城復元のため資料を

集めている」などと、市職員等を偽

って名の1）、資料・骨董品を集めて

いる者がいます。くれぐれも、ご注

意ください。

脱スパイクしてますか？
日曜ピン抜きセンター開設中1！

●場所　臼石市健康センター

●月　日　3月5・12・19・26日

●日寺間　9：00～15：00

●料金　無料
　●小型乗用・軽自動車用タイヤヒ

　ン抜き機も随時貸出します。

※詳しくは、市保健衛生課盈25－

21！1（内線603）へどうぞ。

　春です！

　脱スパイクで

　　　　きれいな街を！！

幼児などを狙う誘拐等に醇主意を！

白石警察署から

02月1日から、政府米の卸価格（

政府売渡価格）が62年度米について、

5．5％引きドげられました。これに伴

い、政府米を原料としている標準価格

米の小売価格が、2月1〔）日から引き

ドげられ、10kg当盲）3，710111となi）、

80円値下げになりました。

O本県産の自主流通米（ササニシキ

等）は、咋年の冷害により、供給量

が大幅に減少したために、価格が上

昇し、本県産の自主流通米を主原料

としている特上米、ネオ上米の小売

価格については、2月10日から特上

米200円、ネオ上米は90円値上げとな

りました。

oなお、4月1口から政府売渡価格

がさらに、引き下げられ、また消費

税が導入されることから、米の小売

価恪も変わります。

　農地は、有効に利用されなければ

なりません。

O農地を、農地以外のもの（住宅用

　地他）に利用する場合・については

　転用許可が必要です。

0ただし、農地転円は農業振興地域

　内のL地で農用地等（田、畑他1

　ヒして指定されたヒ地については、

　原則ヒして許可されません。指定

　以外の L地を選定されるようお願

　いいたします。

※農地転用には、許可の手続きに霞

雑な部分もあります。トラブルを避

けるために事前にご相談ください、，

　農地転用については、農業委員会

へ。農業振興地域内の農用地等につ

いては、農林課；へお尋ねください。

●資金名　総合施設資金

　　　（農林漁業金融公庫）

●利用できる方

　自立経営をめざす農業者

●利率4．20

返済期間　　　　25年以内

　（うち据置期間）　（10年以内）

●限度額（ただし、事業費の8000まで）

※自立経営

育成経営
＊担いi卜経党

個　　人

2，400万円

1，600万円

1　億　円

法　　人

8，400万円

5，800万円

◎お詫びと訂正

　2月号のヘルシーク・ソキング中、

苓卜理の紹介者が「ノく槻まつよ」さん

とありますのは「友槻まつ子」さん

の誤りでした。お詫びして訂正いた
します。

（3億円）

交通事故のご相談は
相談センターへ（無料）

水道料金の納入はお早めに〃

○現金納付　　毎月25日まで

○口座振替日　毎月15日

●平　日　9：3t）～16：4（〕

●土曜日　9：30～12：00（第2・

3上曜目は休みます》

●弁護士相談日　雇水曜日13細鵡調

社団法へ　F［本損害保険協会

仙台自動車保険請求相談センター

〒980仙台市中央2－8－16

　　　　仙台東京海Lビル8階

　　費022－223－9222
※電話でのご相談もお受けします，

73

　※自立経営…自立経営を目標にし

　ながら、さしあたっては自立経

　営の7割程度の規模を目標に規

　模拡大しようとする経営。

　＊担い手経営…土地利用型農業部

　門の将来の「担い手」の経営

※詳しくは、農業改良普及所・農協・

市農林課・農業委員会へお問い合わ

せください。

第17回

南蔵王アルペンスキー大会

●日時　3月12日（日）丘時～14時

●場所　みやぎ蔵王臼石スキー場

●競技種目　大回転（少年・青年・

　　　　女子・成年・壮年）

ご声援ください。なお、天候によ

り変更になる場合もあります。

　新聞、テレビなどでご承知のよう

に、昨年から今年にかけて、埼玉・

千葉県など、首都圏各地において、

幼児などを狙った誘拐、殺へ事件や

行ノ∫不明事件などが発生しています。

　このような事件は、非常に模倣性

が高く、当臼石刈田地区においても

小学女生徒などを対象とした痴漢行

為やのぞきなどの事件が散見される

状況にあります。誘拐などという凶

悪な事件が発生することのないよう

に注意し合い、未然防止を呼びかけ

ましょう。

　特に3月になりますと暖かくなり、

さらには春f木みを迎えるなど屋外に

おける遊びも活発となり、この種の

事件の発生が心配されます。

　事件に遭わないよう、ご家庭のみ

なさんに次のことをお願いします。

①知らない尺から物をもらったりさ

　せない。

②知らないへから誘われても、絶対

　についていかせない。

1⑤知らない入につきまとわれたとき

　は、付近の入に知らせる。

①外出のときは、行く完、所要時問

　を話させる。

⑤知らないへから道を聞かれたとき

　は、その場で知っていることだけ

　を話させる。

⑥ヂどもの行動などに関心をもつ。

　　　　　　　　　”2
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今月の休日当番医

5日（日曜日）

内科　柿崎医院　　　姪25－2210

外科刈田病院　　　費25－2145

12日　（日曜日）

内科　亘理医院　　　盈25－8501

外科　やまや婦人クリニック恕25－0088

19日（日曜日）

内科刈田病院　　宜25－2145

外科　刈田病院　　　費25－2145

21日（春分の日）

内科　大沼医院　　　盈25－2502

外科　朝倉医院　　　費25－2101

26日（日曜日）

内科広瀬医院　　　盈25－0238

外科　銭谷医院　　　盈25－2010

※都合により変更になる場合もあります。

市内の交通事故

3月の定例相談日
相談区分

市長相談

人権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活
相　　談

補聴器巡回

サービス

婦人相談

相談日

15

15

15

15

59一6

15

時、間

10：00～

12：00

10：00～
15100

10：00～

15：00

10：0〔）～

15：00

10：00～

12＝0（〕

9：30～

15：00

場　　所

白石市役所
1階市民室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室
白石市役所2階

第2会議室
福祉事務所内

相　談　室
臼石市役所3階

第3会議室

内 容

市行政に対する質問、

要望等について、川井
市長が直接相談に応じ
ます。

結婚、離婚、遺産相続
借地借家、雇用、差別
待遇問題等

国や県、市など役所の
行う仕事について困一・

ている二とや希望等

市民の日常生活1二の困
りごと

健康保険、船員保険、

厚生年金など

確定申告期のため休みます

　15
毎週月・水・金

リオン

9．24

、
！ホ

ー
7

二

15

10：00～

15：00

13＝00～

14：00

10：30～

11：30

10＝（｝0～

15：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10：00～　　　　　　　　　　　無料法律1／16～2／15　（）内は累計　　　　　　　　　　　　　　　　15　　　　　　　　　　　相　　談　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15：00
，交通安全年問スローガン

　　　　　　　　　　　障害者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10：00～◎ゆとりこそ　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　相　　談　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15＝00　無事故につながる
　　　　　　　　　　　　　　　　道しるべ　i　　　　　　　　　　　　　　　　15　　　　　　　　　　　青少年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9二〇〇～　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　毎週一一一　一一一一一一一一一一一一一一一　一 一一

一→

　　　　　　　　　　　相　　談　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17：00　　　　　　　　　　　　　　　月吹・木・金

詫驚i．銅の表紙

　　＿　　　　　　1
　　・一　　死亡者数　　い　　　　　　1
　　・セ1　　0人
　’碁デー

1…一』一… 『”“皿一一一一”皿…1

　　　　　　　　　　　　　　　負傷者数
　　　　　　　17人
　　　　　　　　　　　　　　　　　（21人）　　　、．←レ「

臼石市役所1階
ギ肖費生著舌村信炎室

福祉事務所

白石市役所2階

第2会議室
健康センター3階

小会議室
階
室
館

齢
議
民

役
会
公

市
3
河

石
　
≧

臼
第
越

臼石市役所4階
青少年相談

　　センター

買物苦情、消費生活…
般

補聴器の修理、調整な
ど

家庭内の人間関係や異
性との問題等で悩んで
いる女性の方

法律についての困りご
と

身体障害者精神薄弱者

の生活、職業、結婚等

子供の教育Lの相談

物損件数

50件
（59件）

と
数
在

　
　
現

ロ
帯
」

　
　
　

人
世
仁

●　●

暦響

42，534人
（一8人）

伝承遊び・　　　　渉
2月18日、第二小学校において

紙飛行機や割ばしてっぽう、紙て

っぽうなどを作る『伝承遊び』が

行われました。児童たちは、慣れ

ない手つきながらも、のこぎりや

ナイフを持ち悪戦苦闘。やっとで

きた作品を友だち同志で見せあっ

たり試したりして、楽しい時間を

過ごしました。

　●　響

20，875人
（＋10人）

　●　号

21，659人
（一18人）

一
11，787戸
（＋7戸）

（）内は対前月比

鱒


